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P R O F I L E

　旧暦のお正月に黄色い花を咲かせ、新年を祝う植物

とされてきたのは、フクジュソウ（福寿草）です。近年は、

温室で栽培されたものが、ナンテンとともに、新しい年

を迎えるお正月の飾り物に使われます。

　ナンテンはその音から「難を転ずる」とされますが、

これだけでは、お正月には物足りません。「難を転じて、

福となす」と、縁起の良いものにしなければなりません。

そこで、「福となす」という役割が、名前に由来して、この

植物に課せられているのです。

　フクジュソウの花は、寿命が長く、りっぱで大きく、美

しい黄金色に輝き、根から直接咲いているように見え

ます。茎や葉がないように思えますが、短い茎は存在

し、栽培を続ければ、茎は伸び、葉が展開して大きい植

物になります。

　「なぜ、葉も出ないうちに、花が咲くのか」と疑問に

思われます。多くの植物が葉が出たあとに花を咲かせる

理由は、花が咲いたあとに、タネや実をつくらねばなら

ないからです。タネや実をつくるための栄養は、葉が

茂って光合成をして蓄えられます。そのため、花が咲く

より先に葉が出て、光合成をしているのです。フクジュ

ソウが、葉が出るより先に花を咲かせることができる

のは、土の中の地下茎に栄養を蓄えているからです。

　「葉が出る前に花が咲けば、いいことがあるのか」との

疑問があります。その答えは、花が目立つことです。葉が

ない状態で花が咲けば、葉が茂ったあとで咲く花より、

花が目立ちます。花粉を運ぶ昆虫たちに、「ここに花が咲

いているよ」と強くアピールできます。

　この植物の花は、蜜をつくらず、虫を誘う術を身に

つけています。花は夜には閉じていますが、明るい太陽

の光が当たると、光沢のある黄色い花びらを開きます。

開いた花は、パラボラアンテナのような形で、太陽の動き

に合わせてその姿を追い、太陽の光をまともに受け

ます。そのため、効率よく太陽の光から熱を吸収し、花の

中の温度は上がります。花の中の温度が上がると、昆虫

たちは、花の中の温かさを求めて、この花に寄ってきます。

このおかげで、この花は昆虫に花粉を運んでもらうのです。

　この花が、虫をもてなす“温かさ”は、“甘い蜜”の味を

しのぐということなのでしょう。

（甲南大学特別客員教授）

R I S U K E I R I N  No.14 /  P33

季
節
の
科
学
ト
ピ
ッ
ク
ス

季
節
の
科
学
ト
ピ
ッ
ク
ス


